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　　　　　海水中には塩がたくさんふくまれています。 稲はもともと真水の沼や

湿地で育つ植物です。 そのため、塩が多くふくまれている水や土で栽培すると、

塩の影響で根が水をうまく吸えなくなったり、逆に稲の水分が土に吸われたりする

ことで、稲が弱ってお米の収穫量が減ったりして、ひどい時にはかれてしまいます。

　また、根から塩が多く取り込まれると、からだのなかのミネラルバランスがくずれ、

生長や実りのための機能に異常が起きるので、お米の収穫量が減ったり、かれて

しまったりもします。 さらに、海水中の塩分の影響で、土の成分組成（成分の割合）

や構造が変わってしまい、水田に適した構造（団粒構造といいます）をとりにくく

なることもあります。

　なお、塩を多くふくんでしまった水田は、川などの真水で何回も浅い代かきを

して、真水で塩を洗い流す対策をします。 この対策で、土のなかの塩分（食塩換算）

濃度が０．１パーセント未満になれば、お米をつくれるようになります。
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